
第 2章 現状と課題 

 

 
24 

2.2 市民アンケート調査 

1) 調査概要 

令和 7 年度に，自転車の利用意識を把握するためのアンケート調査を実施しました。 

 

調査名称 移動手段に関する市民アンケート調査 

調査方法 2 次元バーコード付※調査票（紙面）の配布 

※WEB 回答も受付 

調査対象 宇都宮市内の 18 歳以上 

（世帯配布（世帯あたり 2 名）を無作為抽出） 

計 1，500 世帯 3，000 人 

調査日時 配布：令和 7 年 8 月 8 日（金）～回収期限：9 月 3 日（水） 

回収率 有効回答数 817 件（回収率 31.7％） 

 

2) 調査結果 

① 回答者の属性 

男女比は，男性 55.0%，女性 44.6%でほぼ均等であり，バランスの取れたサンプル構成とな

っています。 

年代比は，30 代～60 代を中心に幅広い世代から回答が得られており，中高年層の比率が高い

構成となっています。 

  

性別（n=816）※有効回答数 年代（n=815） 
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② 自転車の所有 

自転車の所有率は高く，市民の多くが移動手段として自転車を所有しています。 

 

自転車の所有（n=768） 

 

③ 外出目的別の代表交通手段分担率 

代表交通手段または端末交通手段（鉄道またはバス）として自転車を利用する人の割合は，通

勤目的で 12.0％，買物目的で 9.5％となっています。一方，自動車の分担率は通学以外の目的に

おいて７割以上を占めており，自動車への依存度が高い交通構造になっています。 

 
注）代表交通手段の抽出：複数手段利用のうち，以下の優先性に基づき 1 つの手段を選定 

優先性：【高】鉄道＞バス＞自動車＞自動二輪・原付＞自転車＞徒歩）【低】 

なお，“代表＋端末”の自転車分担率は，鉄道端末またはバス端末の合計として集計 

外出目的別の代表交通手段分担率 

  

自転車所有率 

50.4％ 

自転車分担率 
（代表＋端末※） 
※鉄道端末または 

バス端末 
 

⇒ 12.0％ 

⇒ 9.8％ 

⇒ 32.6％ 

⇒ 9.5％ 

⇒ 7.7％ 

⇒ 7.2％ 
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④ 自転車を利用するために必要な環境・条件 

自転車利用促進の観点では，環境・条件へのニーズとして，「自転車通行空間」が最も高くなっ

ています。次いで，「駐輪場」，「ルール・マナー（自転車利用者や自動車ドライバーの配慮）」，

「シェアリングモビリティ・自転車購入補助」，「トラブル対応」，「サイクリングロードなどの楽

しめる環境」へのニーズが高くなっています。 

 

自転車を利用するために必要な環境・条件（n=817） 

 

安心・安全な自転車通行空間が整備されている 

安心して停めることができる駐輪場が整備されている 

自動車運転者による思いやりや配慮 
（幅寄せしない，スピードを落とすなど）がある 

どこでも借りることができて，どこでも返せる「シェア
サイクル及び電動キックボード」が自宅等の近くにある 

パンクや故障などのトラブルに対応できる，空気入れ
や修理工具の貸出設備などが近くにある 

他の自転車利用者の運転マナーが向上している 

自転車の購入補助制度がある 

サイクリングロードなどの自転車を楽しむ環境が整備 
されている 

自転車の交通ルール・マナーについての情報発信策 
が充実している 

市営駐輪場で借りることができる「レンタサイクル」 
が自宅等の近くにある 

自転車の交通ルール・マナーの簡素化 

自転車の通勤手当等の補助が充実している 

自転車マップや案内標識など，自転車に関する情報 
が得やすい 

運動不足の解消や健康増進に寄与するイベントがある 

会社や学校等で自転車通勤・通学が許可されている 

その他 

90%タイル値以上 

90%タイル値以上 

90%タイル値以上 
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⑤自転車交通ルールの遵守状況およびルールの認知状況 

「ヘルメット着用」，「車道通行原則」，「逆走」，「一時停止」は守られていない割合が高くなっ

ています。「ヘルメット着用・車道通行原則」はルールを知らない人が存在し，「逆走・一時停止」

はルールを知りつつも守られていない状況です。 

 

自転車交通ルールの遵守状況およびルールの認知状況 

 

⑥ 自転車での通行空間（主な走行位置）と通行位置の理解 

令和元年度に比べ，車道（または自転車通行空間）通行の割合が増加しています。また，自転

車道ほど歩道通行の割合が低くなっています。しかし依然として，通行空間未整備の 8 割，車道

混在型の 5 割，自転車専用通行帯の 3 割は主に歩道を通行しており，特に，通行空間未整備，車

道混在型の 2～3 割は本来車道と理解しつつ，主に歩道を通行している状況です。 

 

自転車での走行空間（主な走行位置）【左】・自転車の走行位置の理解【右】（n=200） 

歩道 車道の左側 分からない 
走行空間 

未整備 

車道混在型 

（矢羽根） 

自転車専用 

通行帯 

（レーン） 

自転車道 

R1は設問無し 

24.5%

16.6%

4.6%

4.8%

7.3%

16.0%

5.2%

11.4%

10.7%

5.9%

17.2%

19.3%

(n=776) 

(n=774) 

(n=773) 

(n=776) 

(n=776) 

(n=776) 

(n=777) 

(n=775) 

(n=776) 

(n=776) 

(n=777) 

(n=777) 

ルールの内容を 
知らない人の 
割合

※
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⑦ 自転車で車道を走行しない理由 

自転車で車道の左側を走行しない理由は，「自動車（クルマ）の交通量が多くて怖いから」，「歩

道部分の方が広くて安心できるから」が多くなっています。 

 

自転車で車道を走行しない理由 

 

⑧ 自動車ドライバーからみた自転車通行空間別の評価 

自動車ドライバーは，自転車道ほど自転車の走行位置が認識しやすく，接触の不安が少ないと

感じています。また，矢羽根型でも６割が自転車の走行位置が認識しやすいと回答しています。

ただし，6 割程度は接触の不安を感じています。 

【自転車の走行位置の認識しやすさ】 

 

【自転車との接触に対する不安】 

 

自動車ドライバーからみた自転車通行空間別の評価 

(n=740) 

(n=742) 

(n=743) 

(n=740) 

(n=741) 

(n=741) 



第 2章 現状と課題 

 

 
29 

⑨ 自転車で逆走する理由 

「逆走」する理由は，「対向側の歩道や車道の方が目的地に近い・便利」が最も多くなっていま

す。一方で，整備上の問題により逆走せざるを得ない場合が 3 割程度存在しています。 

 

自転車で逆走する理由（n=200） 

 

⑩ 宇都宮市で推進している自転車のまちに対する評価 

「自転車のまち」としての総合的な評価（シビックプライド）が最も低く，次いで自転車走行空

間，プロモーション，ルール・マナー，自転車通勤の推進などに関する評価が低くなっています。 

 

宇都宮市で推進している「自転車のまち」に対する評価 

3.0 

3.6 

2.8 

2.6 

3.1 

2.3 

2.3 

4.4 

1.9 

3.6 

3.1 

4.4 

1.5 

3.4 

3.0 

13.2 

16.4

16.4

13.7

11.0

14.5

8.7

6.2

17.8

6.2

13.6

15.3

21.8

5.2

20.3

11.1

35.4

30.4

30.3

36.4

40.4

37.3

44.9

47.6

40.8

56.8

48.0

51.6

45.5

65.0

49.1

62.3

32.3

27.6

31.9

27.9

29.0

28.9

26.0

29.2

26.5

22.0

22.8

19.6

20.6

15.0

18.4

16.3

14.0

22.5

17.7

19.1

17.0

16.3

18.1

14.7

10.5

13.1

11.9

10.3

7.8

13.3

8.9

7.3

5.0

とてもそう思う 少しそう思う どちらとも言えない あまりそう思わない 全くそう思わない

総合的に宇都宮市は「自転車のまち」だと思う 

自転車走行空間（自転車レーンなど）は十分に整備されている 

「自転車のまち」であることや様々な取り組みについての PR
は十分行われている 

警察による自転車の交通ルールに対する指導は 
十分行われている 

自転車のルールに関する教育・広報・啓発は十分行われている 

自転車通勤は十分推進されている 

自転車マップや案内標識などの情報提供は十分行われている 

自転車走行空間上の路上駐車（クルマ）が少ない 

空気入れや修理工具を借りることができる「自転車の駅」 
は十分設置されている 

自転車の関連イベントは充実している 

「シェアサイクル及び電動キックボード」は充実している 

市内の駐輪場は十分に整備されている 

スポーツバイクのレンタルができる「宮サイクルステーション」
は利用しやすい 

サイクリングロードは十分に整備されている 

市営駐輪場で借りることができる「レンタサイクル」 
は充実している 

道路上に放置されている自転車が少ない 

(n=755) 

(n=739) 

(n=754) 

(n=755) 

(n=741) 

(n=738) 

(n=746) 

(n=744) 

(n=732) 

(n=748) 

(n=750) 

(n=734) 

(n=754) 

(n=741) 

(n=759) 

(n=740) 

90%タイル 
値以上 

75%タイル 
値以上 

50%タイル 
値以上 
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3) まとめ 

以上をまとめると，市民アンケート調査結果からみた課題は以下の通りです。 

 

市民アンケート調査結果と課題 

① 自転車の利用促進に関する調査結果  課題 

 

(1)自転車の所有 
自転車の所有率は高く，市民の多くが移動手段として自

転車を保持しています。 

 

⚫ 自動車依存が依然として
高く，自転車や公共交通
への転換促進が必要 

⚫ 自転車の利用促進には，
通行空間整備や駐輪場整
備，自動車ドライバーか
ら自転車利用者への配慮
増進，シェアリングモビ
リティの拡大などが効果
的 

 

 

(2)外出目的別の

代表交通手段分

担率 

代表交通手段または端末交通手段（鉄道またはバス）と

して自転車を利用する人の割合は，通勤目的で 12.0％，

買物目的で 9.5％である。一方，自動車の分担率は通学

以外の目的において７割以上を占めており，自動車への

依存度が高い交通構造になっている。 

(3)自転車を利用

するために必要

な環境・条件 

自転車利用促進の観点では，環境・条件へのニーズとし

て，「自転車走行空間」最も高い。次いで，「駐輪

場」，「ルール・マナー（自転車利用者や自動車ドライ

バーの配慮）」，「シェアリングモビリティ・自転車購

入補助」，「トラブル対応」，「サイクリングロードな

どの楽しめる環境」へのニーズが高い。 
   

② 自転車の安全利用に関する調査結果  課題 

 

(1)自転車交通ル

ールの遵守状況

およびルールの

認知状況 

「ヘルメット着用」，「車道通行原則」，「逆走」，

「一時停止」は守られていない割合が高い。「ヘルメッ

ト着用・車道通行原則」はルールを知らない人が存在，

「逆走・一次停止」はルールを知りつつ守られていな

い。 

 

⚫ 自転車利用者がルールを
守れていない事項がある 

⚫ ヘルメット着用率が低い 

⚫ 通行空間の質が高いほど
車道通行の割合は増加す
る傾向にあり，自動車ド
ライバーの不安軽減にも
寄与する 

 

 

 

 

 

 

(2)自転車での走

行空間（主な走

行位置）と走行

位置の理解 

令和元年度に比べ，車道（または自転車通行空間）通行

の割合が増加。また，自転車道ほど歩道通行の割合が低

い。しかし依然，走行空間未整備の８割，車道混在型の

５割，自転車専用通行帯の３割は主に歩道を通行（特

に，走行空間未整備，車道混在型の２～３割は本来車道

と理解しつつ，主に歩道を通行している）。 

(3)自転車で車道

を走行しない理

由 

自転車で車道の左側を走行しない理由は，「自動車（ク

ルマ）の交通量が多くて怖いから」，「歩道部分の方が

広くて安心できるから」が多い。 

(4)自動車ドライ

バーからみた自

転車通行空間別

の評価 

自動車ドライバーの視点からは，自転車道ほど自転車の

走行位置が認識しやすく，接触の不安が少ない。 

矢羽根型でも６割が自転車の走行位置が認識しやすいと

回答（ただし，６割程度は接触の不安を感じている）。 

(5)自転車で逆走

する理由 

「逆走」する理由は，「対向側の歩道や車道の方が目的

地に近い・便利」が最も多い。一方で，整備上の問題に

より逆走せざるを得ない場合が３割程度存在。 
   

③ 自転車のまち推進に関する調査結果  課題 

 

(1)宇都宮市で推

進している自転

車のまちに対す

る評価 

「自転車のまち」としての総合的な評価（シビックプラ

イド）が最も低く，次いで自転車走行空間，プロモーシ

ョン，ルール・マナー，自転車通勤の推進，情報提供に

関する評価が低い。 

 

⚫ 市民に自転車のまちと認
識されていない 

⚫ PR，通行空間整備，自転
車通勤の促進は自転車の
まちの認識向上に効果的 


